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1　は　じ　め　に

水稲の低コスト化を図るために，経営規模の拡大が焦眉

の課題となっている。そのメリットを最大限に生かすため

には．大区画圃場の整備が不可欠となり，それに対応した

技術開発が必要で，機械作業技術の飛躍的な向上が要望さ

れている。

本課題では，直様体系を想定，開場の大区画化に伴う乗

用型機械を用いた広幅散播法について，広幅散布機械を試

作し，大区画圃場においてその作業法を検討したので報告

する。

2　試　験　方　法

m　圃場内乗用型広幅散布機の試作

乗用田植機（Ⅰ杜PA650）の走行台車上に背負い動力

散粉機（M杜MD220）と種子散拉用噴頭を装着。

（2）コーテング棒子の性状と散布特性

コーテング資材　①カルパ粉剤（2倍垂種子コーテング）

⑧カル′ヾ粉粒剤（4倍垂種子コーチン

グ）

（3）代かき条件とコーテング種子を変えた圃場試験

1）供試圃場　東北農試大区画水田

85a～100a（170～200×50m）

2）供試品種　あきたこまち

3）試験区の構成

コーテング資材：カルパ粉剤（2倍垂種子コーテン

グ）カルパ粉粒剤（4倍垂種子コーテング）

代かき法ニロータリ溝付け代かき（ロータリ）

揺動式床締め代かき　く床締め）

普通代かき（代かき）

4）調査項目　作業性能，種子散播状態，苗立ち状態，

生育，収量

3　試験結果及び考察

（1）広幅散布機の概要と作業能率

試作した乗用型多口噴頭揺動式広幅散布機軋乗用田植

機の植付部をはずした走行部に，毎分6回・126度回転す

るモータ速度制御式ターンテーブルを取付け，その上に多

口噴東付背負動力散粉機を固定したものである。種子補給

後に動力散粉機のエンジン始動とターンテーブル用モータ

（30W）を駆動させて種子用散粒噴頑で散播する方法となっ

ており，作業状態を写真1に示した。

本機による大区画艦場での作業方法は，代かき後に落水

状態にし，圃場内を長辺方法に沿って進行し，散布機が左

右に回転（首振り）しながら散布する仕組みで，供試した

短辺50mの圃場では1往復で作業が完了した。作業能率は

lha当り30分以内（表1）であり，大規模直播作業の超

省力化の見通しを得た。

（2）コーテンゲ種子の性状と乗用型広幅散布機の散布

特性

供試したコーチング種子の性状を表2に示した。コーテ

広幅散布機による播種

衰1播種作業能率調査（lha）

項　　 目 所 要　 時　 間 比率 （％）

播　　　 種 17 ■17 ■ 66．4

種 子 補 給 7 ，32 ■ 28．9

旋　　　 回 1 －14 〝 4．7

合　　 計 26 ■03 ■

有効作業幅 25 m （1 行程）

作 業 速 度 0．認 m ／S

圃場作業量 2．32 h a ／H r

－93－
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蓑2　粉衣種子の性状

コ ー テ ン グ 拉 致 1　 粒 2　 拉 4　 拉

2 倍 垂

長　 さ （皿 ） 7．3 8 7 ．74 10 ．9

幅　 （m ） 4 ．6 1 3 ．64 6 ．38

千 拉 垂 （g ） 6 3 ．4 116 3 3 1

4 倍 垂

長　 さ （皿 ） 7 ．7 7 8 ．6 7 1 1 ．2

幅　 （m m ） 5．14 4 ．6 4 7 ．6 1

千 位 垂 （g ） 13 6 ．4 19 4 54 0

ング種子の重量は，1拉コーテングは2倍垂種子コーテン

グは63．4g／千校あり，4倍重種子コーテング種子はその

2．2倍の重量であった。

コーテング処理の過程で復校コーチングの種子が偶発的

に生成されるがその性状も測定した。4校コーテングの場

合は単粒コーテングの4．0～5．2倍であった。

1拉コーテング種子を供試した場合の本方式による種子

散拉分布は2倍塵種子コーテンゲでは，散布機の首ふり速

度が左右で異なったため，片側でやや不均一な散布となっ

た。4倍垂種子コーテングの場合は，変動係数が27％で2

倍重種子コーテングよりも分布むらが少なく，実用の範囲

内であって，有効散布幅が25m．最大30mを示した（図1）。
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圃　場　短　辺（m）

図1　種子散播分布

（3）圃場試験

播種床の上境条件とコーテング種子条件が発芽苗立ち及

びその後の生育に及ぼす影響について検討を行った。耕種

概要と圃場条件を表3に示した。本散播方式による宙立状

態は，全体に良好であったが，土壌表面の硬軟の程度に大

きく左右された。播種時の土壌条件はゴルフボール沈下深

4－5cmの状態で，播種深度の平均は4　mであって，土壌表

面があらい揺動式床締め代かき区では浮き苗が多かった。

その後の生育では，コーチング資材の違いより代かき法

の遵いが倒伏状態に現れ，床締め区では全体に倒伏し，ロー

タリ区＞普通代かき区の倒伏状態であった。試験区ごとに

倒伏原因を調査した結果を表4に示した。主要な倒伏原因

は，土壌表面が硬いところや湛水状態のところで種子の埋

没が不十分であったこと。悍長が長くなったこと，部分的

に甫立ち数の多かったこと等であった。

収量は，倒伏したため代かき処理別に調査した。ロータ

リ溝付け代かき区では515kg／10a（精玄米重）であった

蓑3　耕種概亀　圃場条件

桝
基　 肥 （k9 ／10 a ） N ＝ 10．4　 P ＝ 24．7　 K ＝ 9．6

追 肥 量 （k9 ／10 a ） N ＝ 2．6　　 P ＝ 3．4　　 K ＝ 2．4
種 播 種 期 （月 ／日） 5 ／13

概 出 芽 期 （月 ／日） 5 ／20

要 芽 干 し
5 ／30 － 6 ／1

出 穂 期 （月 ／日） 8 ／21

均　 平　 鹿　　　 （cm） S ＝士 1．75　範囲 ＝ 11．0

滅　 水　 深 ＿（皿 ／d a y ） 36 － 45

蓑4　倒伏原因調査

ロ － ク リ l 床　 締　 め

倒　 伏 無 倒 伏 倒　 伏 無 倒 伏 倒　 伏

9 9 ．6 腿 ．4 8 9 ．6 4 5 ．0 10 7 ．6

3 3 ．6 9 ．1 2 7 ．2 1 1．1 2 1．4

9 1 ，6 3 1．1 8 7 ．3 8 6 ．5 8 6 ．7

58 1 ．8 44 3 ．6 48 1．0 3 4 4 ．8 5 6 6 ．0

表5　生育収量

試　 験　 区　 名 ローク リ 床 締 め 代 か　 き

楢
株　　 数 （株 ／d ） 116．7 94．7 108．2

秤 播 種 拉 致 （拉 ／ポ） 275 2 75 2 75

繕 苗　 乱　 数 （本 ／d ） 123．0 10 1，7 95．8

果 播 種 址 （k9 ／10 a ） 6．6 6．6 6．6

収

王道

倒 伏 状 態 ’ （％） 50 90 2 0

悍　　　　 良 （cm ） 83．5 84．4 83．8

撼　　　　 長 （ctn） 18．0 18．6 18．0

槻　　 数 （本 ／ポ） 488．0 444．0 476，7

玄　 米　 董 （g ／d ）－　570．0 4 19．4 54 9．4

往．倒伏状態は観察による面積比率，玄米垂は未熟粒を含む。

が，倒伏した床締め区では低く，出穂が遅れ登熱不良で全

体に未熟粒が多かった（表5）。

この方式による播種法では，播種深度を確保するための

対策が必要であると考えられた。

4　ま　　と　　め

乗用田植機の走行台車上に背負い動力散粉機と種子散拉

用噴頑を装着した乗用型多口噴頑揺動式広幅散布機を試作

し，園場内の作業性能を明らかにした。

本方式の種子散粒分布は，有効散布幅が25m，最大30m

を示し，4倍垂種子コーテングでは変動係数が27％で2倍

重コーテングよりも分布むらが少なく実用の範囲内で

あった。

本機による大区画画場での作業能率はlha当り30分以

内であり，大区画圃場での播種作業の超省力化の見通しを

得た。

今後，散播方式を行った場合の倒伏防止と生育安定のた

め，複拉コーチング種子利用の検討と，広幅散揺機の散布

精度向ヒのため噴頑形状・首ふり方式の改善が必要である。
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